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紅絲
こう し

豆腐創作料理と地酒

住　所 奈良市西寺林町23-2
ＴＥＬ 0742-26-0617
営業日 ランチ　11:00～15:00
 ディナー15:00～22:30
 （LO22：00）
定休日 火曜日

Vol.７

　志
賀
直
哉
は
随
筆
『
奈
良
』
で
、「
食
ひ
も
の

は
う
ま
い
物
の
な
い
所
だ
。」
と
書
き
、
そ
れ
が

「
奈
良
に
う
ま
い
も
の
な
し
」
の
由
縁
に
な
っ
た

の
は
有
名
な
話
。
し
か
し
実
は
、
文
豪
は
そ
の
後

に
〝
奈
良
の
う
ま
い
も
の
〞
を
記
し
て
い
ま
す
。

豆
腐
、
雁
擬（
が
ん
も
ど
き
）の
評
判
も
い
い
。

私
の
住
ん
で
ゐ
る
近
く
に
小
さ
な
豆
腐
屋
が
あ

り
、
其
所
の
年
寄
の
作
る
豆
腐
が
東
京
、
大
阪

の
豆
腐
好
き
の
友
達
に
大
変
評
判
が
い
い
。

　こ
れ
を
読
む
と
、
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
と
い
う
わ

け
で
、
今
回
の
主
役
は
、
豆
腐
。
近
鉄
奈
良
駅
か

ら
餅
飯
殿
セ
ン
タ
ー
街
方
面
へ
約
10
分
、
豆
腐
料

理
の
神
髄
を
味
わ
え
る
「
紅
絲
」
が
あ
り
ま
す
。

　日
々
選
り
ぬ
き
の
豆
腐
を
使
っ
た
料
理
を
創
作

し
て
お
り
、
あ
っ
さ
り
セ
ッ
ト（
豆
腐
の
三
種
盛

り
や
生
湯
葉
・
明
太
子
の
は
さ
み
焼
き
な
ど
）

や
、
豆
腐
＆
ひ
き
肉
の
ハ
ン
バ
ー
グ
と
豆
乳
を

使
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
が
メ
イ
ン
の
「
ハ
ン
バ
ー
グ
＆

こ
ろ
っ
け
ラ
ン
チ
」
が
お
す
す
め
。
各
種
豆
腐
メ

ニ
ュ
ー
に
合
う
奈
良
の
地
酒
セ
ッ
ト
も
人
気
で
す
。

　最
近
は
、
日
本
伝
統
の
ヘ
ル
シ
ー
食
材
を
味
わ

お
う
と
来
店
す
る
外
国
人
観
光
客
も
多
い
と
の
こ

と
。
角
に
頭
を
ぶ
つ
け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
奈
良
に
豆
腐
料
理
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
！
」

と
目
が
覚
め
る
お
店
で
す
。

奈良県内
の

おいしい

お店をご
紹介

豆腐を使ったハンバーク&ころっけランチ

1 ～ 3

4 ～ 5

6 ～ 7

8 ～ 9
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11

12
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●宝塚市立手塚治虫記念館 漫画の冒険

●アウトドア遊び Vol.7 パラグライダー

●JR奈良から片道1000円くらいのゆる～い電車旅

●リレー連載 世界遺産 奈良の風景㉙

●探求のトビラ⑦ こうもり博物館 

●奈良色十色 07 紅色

●知の羅針盤 生成AIってなんだ？
●Biblio 啓林堂書店の外さない本棚

■今号制作中に山形県天童市の果樹園からメールが届きま
した。今年はサクランボが不作なので送ってあげられな
い、と。豊凶は自然の摂理、来年を楽しみにしています！
と返信しました。山形県へは2000年代に雑誌の取材や撮
影で何度か旅をし、ありがたいご縁が続いているので、7
月の豪雨被害が心配です。■山形県が一大栽培地である紅
花で染める「紅色」を誌面で紹介しています。6～7月頃
に咲く紅花は春日大社萬葉植物園などで見ることができま
す。山形県に限りませんが、一過せず、縁を長く持とうと
するアクションが誌面から生まれるとうれしいです。■今
号は「冒険」をテーマにしました。冒険心を育む作品を描
き続けた手塚治虫さん、体当たり取材したパラグライ
ダー、片道1000円くらいの旅などです。表紙も冒険しま
した。「丘から奈良の街並みや寺院を眺める女性と鹿」と
インプットして生成されたAI画像です。出来映えはいか
がでしょうか。AIもまだ勉強中です。丘からの風景を想
像しながら眺めてください。

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

https://www.ksp-group.co.jp/

編 集 余 話

奈良の観光情報まとめサイト

ホームページ 公式X

ならキャラ ヨッシーくん＆
　　　　　　さくらちゃん（吉野警察署）



　『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
』『
鉄
腕
ア
ト
ム
』『
火

の
鳥
』『
リ
ボ
ン
の
騎
士
』『
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
』…
…
。漫
画
家
・
手
塚
治
虫（
１

９
２
８
│
１
９
８
９
）
の
傑
作
た
ち
で
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、童
心

が
弾
み
ま
す
。

　
宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館
は
、手
塚
が

唱
え
た
「
自
然
へ
の
愛
」「
生
命
の
尊
さ
」
を

テ
ー
マ
に
、手
塚
ワ
ー
ル
ド
を
た
っ
ぷ
り
と

楽
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

　
火
の
鳥
や
サ
フ
ァ
イ
ヤ
（
リ
ボ
ン
の
騎

士
）
た
ち
に
導
か
れ
て
館
内
へ
。手
塚
が
少

年
時
代
に
描
い
た
漫
画
や
昆
虫
ス
ケ
ッ
チ

に
始
ま
り
、
漫
画
家
と
し
て
の
全
仕
事
、
未

来
の
私
た
ち
に
託
し
た
思
い
ま
で
、生
涯
60

年
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
満
載
で
す
。

　
貴
重
な
資
料
や
作
品（
鉄
腕
ア
ト
ム
第
１

回
放
映
も
！
）を
見
た
り
、
企
画
展
で
眼
福

を
得
た
り
、ア
ニ
メ
を
つ
く
る
体
験
を
し
た

り
、
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
。手
塚
の
世
界

観
に
包
ま
れ
る
と
、
今
よ
り
未
来
は「
き
っ

と
！
」と
、
希
望
が
拡
張
し
て
い
く
の
を
感

じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

宝塚市立手塚治虫記念館
■所〒665-0844兵庫県宝塚市武庫川町7-65
■☎ 0797-81-2970
■開 9:30～17:00（入館は16:30まで）
　月曜日（祝日、春休み・夏休みは開館）
　12月29日～12月31日、臨時休館あり
■￥大　人700円
　中高生300円
　小学生100円
　※2024年9月現在の情報です

ザ
・
手
塚
治
虫
ワ
ー
ル
ド

  宝塚市立手塚治虫記念館

行
っ
て

 
み
よ
う
！
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手
塚
治
虫
は
５
〜
24
歳
、宝
塚
市
で
過
ご

し
ま
し
た
。母
親
に
連
れ
ら
れ
て
観
覧
通
い

し
た
宝
塚
少
女
歌
劇
団（
現
・
宝
塚
歌
劇
団
）

か
ら
受
け
た
影
響
は
大
き
く
、「
リ
ボ
ン
の

騎
士
」
は
「
歌
劇
中
毒
症
状
が
ま
だ
完
癒
せ

ぬ
ま
ま
少
女
漫
画
と
し
て
描
い
た
も
の
で

あ
る
」（
著
書『
ぼ
く
は
マ
ン
ガ
家
』）と
明
か

し
て
い
ま
す
。

　
小
学
３
年
の
と
き
に
は
学
芸
会
で
着
る

衣
裳
を
歌
劇
場
か
ら
借
り
よ
う
と
思
い
立

ち
、
歌
劇
場
を
訪
問
。驚
か
れ
、
断
ら
れ
、
そ

れ
で
も
粘
っ
て
借
用
に
成
功
。し
か
し
、
先

生
に
見
つ
か
り
、
芝
居
の
内
容
を
変
え
ら

れ
、歌
劇
団
の
衣
裳
で
芝
居
を
す
る
作
戦
は

幻
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、手
塚
治
虫
記
念
館
が
宝
塚
市
に
建

つ
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。多
感
な
時
期
を

過
ご
し
た
町
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、も
う
ひ

と
つ
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　「
ぼ
く
の
故
郷
の
宝
塚
は
、当
時
、昆
虫
の

宝
庫
」（
前
掲
書
）で
あ
り
、
昆
虫
採
集
少
年

だ
っ
た
手
塚
は
山
や
雑
木
林
、原
っ
ぱ
を
駆

け
回
っ
て
遊
び
ま
し
た
。し
か
し
、
世
は
戦

争
へ
。手
塚
は
社
会
の
理
不
尽
や
破
壊
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
、身
近
な
自
然
の
な
か
に

〝
い
の
ち
〞
を
見
つ
け
て
は
平
和
へ
の
希

望
を
募
ら
せ
、作
品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

　
手
塚
の
作
品
に
貫
流
す
る
「
自
然
へ
の

愛
・
生
命
の
尊
さ
」が
形
成
さ
れ
た
宝
塚
は
、

手
塚
の
全
仕
事
に
敬
意
を
表
し
、未
来
に
伝

え
て
い
く
の
に
最
適
な
発
信
地
な
の
で
す
。

記
念
館
で
は
手
塚
の
少
年
時
代
と
宝
塚
を

解
説
し
た「
手
塚
治
虫
の
た
か
ら
づ
か
ワ
ン

ダ
ー
マ
ッ
プ
」が
手
に
入
り
ま
す
。

手
塚
治
虫
と
宝
塚
市

アトムビジョン映像ホール
月替わりで

記念館オリジナルアニメ３作品と
実験アニメーションを上映

情報・アニメ検索機
手塚治虫に関する情報が満載。

『鉄腕アトム』など
アニメの視聴もできます

ライブラリー
手塚治虫のマンガがずらり！
あれもこれも読みたくなります

床や天井に手塚キャラクターがいっぱい

エントランス 『火の鳥 未来編』の
生命維持装置を模した
常設の展示カプセル

常設展示

良弁僧正『火の鳥 鳳凰編』

生
き
も
の
は
な

ど
ん
な
に
ち
っ
ぽ
け
な

も
の
で
も

　生
を
う
け
た

か
ら
に
は

　な
に
か

生
き
る
役
目
を

も
っ
て
い
る
は
ず
じ
ゃ

2



1928年 11月3日、大阪府豊能郡豊中町（現豊中
市）に誕生

1933年 兵庫県川辺郡小浜村（現宝塚市）に転居

1937年 最初の漫画「ピンピン生チャン」を描く

1939年 昆虫図譜でオサムシを知り、ペンネーム「治
虫」誕生

1945年 終戦直前の7月、大阪大学附属医学専門部
入学

1946年 デビュー作「マアチャンの日記帳」連載

1947年 作画を担当した「新寶島」刊行、40万部完売

1950年 「ジャングル大帝」連載

1961年 奈良県立医科大学で医学博士の学位を取得

1963年 国産初の長編テレビアニメ「鉄腕アトム」
放映開始

1965年 国産初のカラーテレビアニメ「ジャングル
大帝」放映開始

1966年 「火の鳥」連載開始

1973年 「ブラック・ジャック」連載開始

1984年 『手塚治虫漫画全集』全300巻完結

1989年 2月9日逝去、享年60歳

◎ 『
火
の
鳥

　ヤ
マ
ト
編
』

　
冒
頭
、明
日
香
の
石
舞
台
古
墳
が
描
か
れ
、

「
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
王
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ

家
庭
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
…
　
ひ
と

つ
…
こ
う
い
う
物
語
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
」と
ヤ
マ
ト
編
が
開
幕
し
ま
す
。

◎ 『
火
の
鳥

　鳳
凰
編
』

　
奈
良
時
代
…
野
獣
の
よ
う
に
生
き
る
我

王
と
俊
才
仏
師
・
茜
丸
の
数
奇
な
運
命
を

交
錯
さ
せ
、東
大
寺
大
仏
殿
と
廬
舎
那
仏
像

の
完
成
ま
で
を
描
く
物
語
。奈
良
ゆ
か
り
の

人
物
や
寺
院
が
随
所
に
登
場
し
ま
す
。

◎ 

奈
良
県
立
医
科
大
学

　
作
品
に
マ
ン
ネ
リ
を
感
じ
、
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
高
騰
し
て
い
た
30
代
前
半
、

「
奈
良
医
大
の
研
究
室
へ
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
」（『
ぼ
く
は
マ
ン
ガ
家
』）。「
異
型
精
子
細

胞
に
お
け
る
膜
構
造
の
電
子
顕
微
鏡
的
研

究（
タ
ニ
シ
の
精
虫
の
研
究
）」で
医
学
博
士

号
を
33
歳
で
取
得
し
ま
し
た
。

絵を描いて動かしたり、色をぬったり、アニメづく
りを体験！　「アトムに似た子どもが手塚さんの
ように眼鏡をかけて、クイクイと動かしてみまし
た。背景を動かしたり、４コマに編集したり、楽し
い。ずっとやっていたい！」―体験者談（大人）
※土日祝などは時間制限あり

手
塚
治
虫
と
奈
良

手塚治虫昆虫日記の宝塚
小学生の手塚治虫が夢中になって

遊んだ昭和15年頃の
宝塚のジオラマ

みんなアニメ作家⁉

アニメ工房

記念館は写真撮影ＯＫ※
どのキャラクターと撮りますか？

※企画展示室の撮影可否は企画展の内容によります。
※詳細なルールはスタッフにお尋ねください。

フォトスポット

武庫川に架かる宝
塚大橋では、

宝塚大劇場だけで
なく、

歩道の路面にも

注目してください
！

キャラクターパネ
ル

手塚治虫の略年譜

■第92回企画展
　「島本和彦　炎の原画展ver.2　
　　　　　　　～ふたりの手塚展～」
　開催期間～2024年10月27日（日）

企画展情報
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アウトドア遊びVol.7

4

パラグライダー体験
大空を飛んでみたい‼

御所市 葛城山

鳥のように空を自由に飛んでみたい！って考えたことはありませんか？
今回はスカイスポーツに挑戦。スカイダイビング、ハングライダー、熱気球…いろいろありますが、
奈良県ではココだけ！という大和葛城山でのパラグライダー体験をチョイス。
［スカイレンジャー関西］のインストラクターに教えてもらいながら、初めての人でも安心して体験することができます。
「空へのあこがれ」「浮いた！飛べた！というイメージ」「失敗にへこたれない気持ち」を少しずつ心に準備して、
さあ、風に乗って、テイクオフ～！（果たして、飛べたのか？）

奈良県で体験できるのは
ココだけ！



葛城山ロープウェイで山上駅まで行き、歩くこと
約15分、葛城高原ロッジ前のなだらかな斜面で
行います。

動画を見ながらインストラクターから使い方の説
明を受けます。

キャノピーを取り付けるため
のハーネスを装着します。

キャノピーを扇状に広げます。

ラインが絡まらないように…

体験日は快晴の無風状態。風が来るのをひた
すら待ちます。

斜面を走り降り、風をつかんでキャノ
ピーを広げます。

ライザー、ブレークコードをにぎり
キャノピーを操作します。

機材の総重量は12～18kg程度で、折り畳むとザック１つに収納
することができます。また、ハイク＆フライといって登山をしてフラ
イトができる軽量な機材なら約6㎏で持ち運びもラクラクです。

パラグライダー歴30年
超のベテランが飛ぶと
こうなります。条件が良
ければ三重県まで飛ぶ
ことができるそうです。
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スカイレンジャー関西事務局

●お問合せ

TEL：0774-72-6102
E-mail info@src-para.net
URL http://src-para.net/　　

 パラグライダー 半日体験教室
参加費：4,000円 ※傷害保険料別途500円 
体験受講料、機材使用料を含みます。
最少催行人数：2名（開催日の3日前までにお申込み）
定員：４名（4名を超える場合は要相談）
実施場所：大和葛城山（葛城高原ロッジ付近）
開催日程はお問い合わせください。

パラグライダー各部の名称
キャノピー
パラグライダーの翼です。 空気が上下に分かる翼の前縁です。

ラインを前後方向に分類
して束ねるベルトです。

ライザーをハーネスに
固定する金具です。

パイロットを固定する
装具です。

キャノピーからパイロット
を吊り下げるロープです。

キャノピーにつながれた
操縦用のロープです。

リーディングエッジ

ブレークコード

ハーネス カラビナ

ライザー

ライン
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松尾芭蕉を祀る俳聖殿や伊賀流忍者博物館などを
擁する上野公園にあり、伊賀上野のシンボルです。

（約5万冊！）を
できます。

滋滋滋賀賀賀賀県県県県

くらい
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ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
芝桜と琵琶湖クルーズ船

ミシガン

びわこ花噴水
びびびわわびびびびびびびわわわわわびわびわわわわわわわわわわわわこここここここここここここここここここここ花花噴噴花花花花花花花花花噴噴噴花噴噴噴噴噴噴噴噴水水噴噴噴噴噴噴噴噴噴噴噴噴噴水水水水噴水水水噴噴水水水水水水水水水水水
びわこ花噴水

写真提供：（公社）びわこビジターズビューロー

写真提供：（公社）びわこビジターズビューロー

写真提供：京都国際マンガミュージアム

写真提供：三重フォトギャラリー

※各方面への料金は、JR「奈良」駅からの大人1人乗車料金です（2024年9月1日時点）。

ライト アップ！

公式HP
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▶ 1 1 70円
和
歌
山
方
面

橋　本
HASHIMOTO

JR西日本

京　都
KYOTO

JR西日本

岡　町
OKAMACHI

阪急電鉄

コスモスクエア
COSMOSQUARE

大阪メトロ

北加賀屋
KITAKAGAYA

大阪メトロ

▶ 1060円
兵
庫
方
面

JR奈良駅から

▶ 960円
大
阪
方
面

JR奈良駅から

▶ 750円
大
阪
方
面

JR奈良駅から

JR奈良駅から

▶ 940円
烏
丸
御
池

JR奈良駅から

千本松大橋千本千本千本千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千本本松本松本松本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本松松松松松大大松松松大松大松大松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松大大大大橋大大大大橋大大橋大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋千本松大橋

開架書棚に並ぶマンガ　
好きなだけ読むことが　

鉄道について、子どもから大人までが楽しみながら
学べる博物館です。

天保山大観覧車
海遊館

大大大大
阪阪阪阪
府府府府府府府府府府府府府

和和和和和和和和和和
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
山山山山山山山山山山山山山山
県県県県県県県県県県県県

京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都
府府府

（最寄り駅はJR「隅田」駅）

恋のチューリップ畑
恋恋恋恋恋恋恋恋の恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋の恋のののチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののチチチチチュュチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチュチュュュュュュューーーーーーーーリリリッリッリッリリリリッッププップッッッップッププ畑畑プ畑プ畑ププププ畑畑畑畑畑プ畑ププ畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑プ畑
恋のチューリップ畑

京都国際
マンガ
ミュージアム

京京京都京都京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
マママママママママママママママママママママンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

京都国際
マンガ
ミュージアム

京都鉄道博物館京都都京都京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都鉄都鉄都都都都都都都都鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄道鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄道道博道博道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道博博博博博博博博博博物博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博物館物館物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館京都鉄道博物館

海が見たくなったら、ベイエリア！海海海がが海ががががががが見見見見見見見たたたたくくくくくくななななななっっっっっったたたたたたらららららら、、、ベベベベベベイイイイイエエエエリリリリアアアアア！！！！！！！！！海が見たくなったら、ベイエリア！

橋本市紀ノ光台

「メープル街道」の紅葉
橋本橋本橋本橋本本本市本本本本本市紀紀ノノ光台台

「「「メメ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメープルプププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププルププププププルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル街街道街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街道」道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
橋本市紀ノ光台

「メープル街道」の紅葉

大阪国際空港（伊丹空港）
千里川遊歩道

大阪大阪大阪大阪大大大大阪大阪大阪国国阪国際国際国際国際際空空空空際際空港空港空空空港港空港港（（（港港（伊（伊（伊（伊伊伊丹丹丹丹伊伊伊伊丹空丹丹空丹丹丹丹丹空丹空丹空空空港港空空港）港）港港）港）
千千千千里里千千里里川川里里川川川川川川川川遊遊遊遊遊遊川川遊遊遊遊遊歩歩遊歩歩歩道道歩歩道道道道道道道道道道

大阪国際空港（伊丹空港）
千里川遊歩道

写真提供：京都鉄道博物館

写真提供：
公益社団法人和歌山県観光連盟

ぐるぐ
る、

　　　
ぐるぐ

る
歩いて
渡れます

兵兵兵兵兵兵兵兵庫庫庫庫県県県県県県県県
1000円分だけ
奈良を出てみよう！

公式HP

港大橋
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奈
良
の
風
景
29

世界
遺産
The World Heritage

リ
レ
ー
連
載

月
ヶ
瀬
に
残
る

自
然
布
―
―
奈
良
晒ざ

ら
し

な

ら

奈
良
大
学 

文
学
部 

教
授

　丸
田

　健

＊因みに「緜（綿）」という字が見られる。日本におけるコットンの普及
は近世なので、ここでの綿はコットンでなく蚕から作る真綿である。

8

　
日
本
人
の
生
活
の
中
に
昔
か
ら
あ
っ

た
伝
統
的
な
布
地
と
し
て
、
お
そ
ら
く

真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
、
綿
織
物
や

絹
織
物
だ
ろ
う
。
し
か
し
布
地
に
は
そ

れ
ら
以
外
に
も
、「
自
然
布
」
あ
る
い
は

「
原
始
布
」
と
呼
ば
れ
る
原
初
的
な
も

の
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
自
然
の
植
物
か
ら
繊
維
を
取
り

出
し
、
そ
れ
を
一
本
ず
つ
繋
い
で
長
い
糸

に
し
た
も
の
を
織
り
上
げ
て
作
る
布
で
あ

る
。
日
本
に
は
、
素
材
と
な
る
植
物
に

よ
っ
て
、
科
布
、
オ
ヒ
ョ
ウ
布
、
太
布

（
楮
布
）、
藤
布
、
葛
布
、
芭
蕉
布
な
ど

が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
中
、

我
々
の
生
活
に
も
っ
と
も
親
し
く
あ
り
続

け
た
自
然
布
は
麻
布
だ
ろ
う
。

　『
魏
志
倭
人
伝
』
（
三
世
紀
ご
ろ
の
記

録
）
に
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
有
名
な

箇
所
が
あ
る
―

　
種
禾
稻
紵
麻 

蠶
桑
緝
績 

出
細
紵
縑
緜

　
倭
の
国
の
人
々
は
、
禾
穀
や
苧
麻
を
植

え
、
蚕
と
桑
を
育
て
糸
を
績
み
、
細
糸
の

麻
布
、
絹
布
、
綿
を
作
っ
て
い
る
、
と
読

め
る
。
こ
の
箇
所
に
は
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

た
養
蚕
技
術
の
記
述
も
あ
る
が
、
今
回
は

よ
り
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
麻
に
関

す
る
記
述
に
目
を
留
め
た
い
。*

奈良晒（月ヶ瀬奈良晒保存会提供）奈良晒（月ヶ瀬奈良晒保存会提供）

　
た
だ
し
「
苧
麻
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ

こ
で
正
確
に
何
を
指
す
か
は
は
っ
き
り
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
苧
麻
」
と

は
一
つ
の
言
葉
と
し
て
カ
ラ
ム
シ
を
表
す

こ
と
も
あ
る
が
、
本
来
は
「
苧
」
と
「
麻
」

を
分
け
る
べ
き
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
後

者
の
読
み
を
取
る
場
合
、
「
苧
」
は
カ
ラ

ム
シ
、
「
麻
」
は
大
麻
と
い
う
異
な
る
植

物
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
。

　『
倭
人
伝
』
の
解
釈
は
脇
に
置
く
と
し

て
、
カ
ラ
ム
シ
と
大
麻
の
両
方
と
も
、
繊

維
材
料
と
し
て
の
利
用
が
縄
文
時
代
か
ら

多
く
み
ら
れ
る
植
物
で
あ
る
。
そ
し
て
い

ず
れ
の
植
物
か
ら
作
っ
た
布
も
、
一
般
的

に
「
麻
布
」
と
さ
れ
て
き
た
。

　
さ
て
、
奈
良
県
に
は
「
奈
良
晒
」
と
呼

ば
れ
る
「
麻
布
」
が
あ
る
。
そ
の
技
術
は

奈
良
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
奈
良
晒
の
起
源
は
定
か
で
な
い
が
、

記
録
か
ら
す
る
と
お
そ
ら
く
一
六
世
紀
末

に
奈
良
で
始
ま
っ
た
。

　
麻
布
の
品
質
は
様
々
だ
が
、
奈
良
晒
は

麻
布
の
中
で
も
繊
細
な
晒
の
麻
布
で
、
江

戸
時
代
に
幕
府
の
保
護
を
受
け
な
が
ら
生

産
の
全
盛
期
を
迎
え
、
社
寺
や
武
家
だ
け

で
な
く
、
町
民
に
も
利
用
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
他
産
地
の
上
質
な
麻
布
の
台

頭
に
よ
り
力
を
落
と
し
、
明
治
維
新
を
境

に
凋
落
し
た
が
、
一
九
八
四
年
に
奈
良
晒

し
な 

ふ

た
　
ふ

こ
う
ぞ
ふ

か 

こ
く
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う
。
例
え
ば
、
糸
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に

撚
り
を
か
け
る
が
、
奈
良
晒
の
場
合
は
撚

り
を
か
け
る
の
は
経
糸
だ
け
で
、
緯
糸
に

は
平
糸
を
用
い
る
。
ま
た
糸
に
糊
を
付
け

る
際
、
他
所
で
は
糊
に
糸
を
一
本
ず
つ
通

し
な
が
ら
巻
き
取
る
の
に
対
し
、
奈
良
晒

で
は
織
り
上
げ
る
経
糸
を
す
べ
て
並
べ
た

状
態
で
、
手
で
糊
を
つ
け
る
。

　
保
存
会
で
は
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た
道
具

を
、
使
え
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
大
事
に
使
用

し
て
い
る
（
道
具
に
も
奈
良
晒
に
独
特
な
も

の
が
あ
る
と
い
う
）。
伝
統
あ
る
精
緻
な
技

法
を
、
そ
れ
が
実
際
行
わ
れ
て
い
た
場
所
に

お
い
て
、
先
人
も
使
っ
た
道
具
を
自
分
た
ち

も
使
っ
て
継
承
す
る
こ
と
に
、
制
作
の
意
味

が
リ
ア
ル
に
体
感
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
保
存
会
は
制
作
技
術
の
伝
承
を
目
的
と

す
る
会
な
の
で
、
作
ら
れ
た
布
は
市
販
は

さ
れ
な
い
が
、
神
事
芸
能
な
ど
で
必
要
と

さ
れ
る
場
合
に
は
、
外
部
に
納
め
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
。

　
手
仕
事
の
生
活
道
具
か
ら
は
、
自
然
や

歴
史
や
人
の
気
配
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ

る
。
奈
良
に
は
古
い
も
の
が
多
い
。
少
し

で
も
次
の
世
代
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　参
考
文
献

・
月
ヶ
瀬
村
教
育
委
員
会（﹇
1
9
8
4
﹈ 

2
0
2
0
）『
奈
良
さ
ら
し
』（
増
補
複

製
版
）月
ヶ
瀬
奈
良
晒
保
存
会
．

・
永
原
慶
二
（
2
0
0
4
）『
苧
麻
・

絹
・
木
綿
の
社
会
史
』
吉
川
弘
文
館
．

・
吉
田
真
一
郎
（
2
0
0
4
）「
近
世
日
本

麻
布
考
／
日
本
の
自
然
布
」『
別
冊
太
陽

日
本
の
自
然
布
』
平
凡
社
、
57
│
81
、

1
2
9
│
1
3
5
頁
．

の
生
産
に
関
わ
っ
た
歴
史
を
も
つ
月
ヶ
瀬

で
保
存
会
が
作
ら
れ
、
奈
良
晒
の
往
年
の

制
作
技
術
を
守
り
伝
え
る
取
り
組
み
が
現

在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
奈
良
晒
の
素
材
に
は
変
更
が
あ
っ
て
す

で
に
久
し
い
。
奈
良
晒
は
元
来
カ
ラ
ム
シ

を
使
っ
た
麻
織
り
だ
っ
た
が
、
明
治
以
降

は
材
料
の
調
達
の
事
情
か
ら
、
大
麻
の
繊

維
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ラ

ム
シ
は
収
穫
で
き
る
ま
で
に
三
年
ほ
ど
要

す
る
の
に
対
し
、
一
年
草
の
大
麻
は
成
長

も
速
く
そ
の
年
に
収
穫
で
き
る
こ
と
は
、

変
更
の
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
今
、
大
麻
栽
培
も
特
殊
な
事

情
を
抱
え
て
い
る
。
大
麻
は
か
つ
て
各
地

で
育
て
ら
れ
て
い
た
身
近
な
農
作
物
で
あ

り
、
ま
た
神
聖
な
植
物
と
し
て
神
社
に
も

奉
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は

大
麻
の
栽
培
に
規
制
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
、
生
産
農
家
は
激
減
し
た
。
現
在
、

月
ヶ
瀬
奈
良
晒
保
存
会
で
は
、
高
品
質
の

麻
の
産
地
と
し
て
歴
史
の
あ
る
群
馬
県
の

東
吾
妻
町
か
ら
提
供
さ
れ
る
麻
を
使
用
し

て
い
る
。

　
月
ヶ
瀬
奈
良
晒
保
存
会
の
方
々
に
直
接

話
を
聞
い
た
。

　
各
地
で
概
ね
共
通
す
る
麻
布
の
基
本
的

生
産
技
術
が
あ
る
一
方
、
会
が
継
承
す
る

奈
良
晒
に
特
徴
的
な
方
法
も
あ
る
と
い

丸田　健 
［まるた けん］
1967年京都市生まれ。大阪大学大学
院人間科学研究科人間学専攻博士後
期課程単位取得退学。博士（人間科
学）。大阪大学大学院人間科学研究科
准教授を経て、現職。専門はヴィトゲン
シュタイン哲学。「人とモノ」の分野でも
著作がある。著作物―「後期ヴィトゲン
シュタイン」（『哲学の歴史 第11巻』中
央公論新社、2007年、所収）、「手仕事
からの人間論」（『生きることの人間論』
ナカニシヤ出版、2016年、所収）など。

麻の収穫（群馬県・東吾妻郡教育委員会提供）麻の収穫（群馬県・東吾妻郡教育委員会提供）

機織り（筆者撮影）機織り（筆者撮影）糊付け（筆者撮影）糊付け（筆者撮影）苧績み（筆者撮影）苧績み（筆者撮影）



コウモリは小型コウモリとオオコウモリに大別で
き、前者のうち、一般的なアブラコウモリ（左）と日
本最大種のヤマコウモリ（右）の剥製

日本に37種、うち15種前後が奈良県にも生息して
います。

標本、写真、資料…コウモリ情報満載です。

もっと知りたい!

Tankyu  no  Tob i r a

⑦ こうもり博物館

謎
多
く
奥
深
い

コ
ウ
モ
リ
の
世
界
へ
今宵も人智及ばぬ能力
を発揮して、夜空で滑空
したり急旋回したりして
食事をし、飛翔している
コウモリたち。みなさん
は、コウモリにどんなイ
メージを持っています
か？　かわいい？　不気
味？　こうもり博物館を
訪ねると印象が変わる
かもしれません。

奈良市広岡町213-3
見学は【完全予約制】
（10:00～16:00）
入館料／大人・小学生以上：
200円、未就学児は無料

こうもり博物館
（東洋コウモリ研究所）

お問い合わせ・見学の予約は
メール koumori@abri.or.jp へ

コ
ウ
モ
リ
愛
が
詰
ま
っ
た
博
物
館

　
コ
ウ
モ
リ
っ
て
不
気
味
、
そ
う
感
じ
て
い
ま
せ

ん
か
。
私
た
ち
が
コ
ウ
モ
リ
を
よ
く
知
ら
な
い
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
に
好
奇
心
や
興
味
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
親
近
感
や
愛
着
が
生
ま
れ
る
と

す
る
と
、
コ
ウ
モ
リ
に
対
す
る
そ
れ
は
、
こ
う

も
り
博
物
館
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
う
も
り
博
物
館
は
東
洋
コ
ウ
モ
リ
研
究
所

が
２
０
０
３
年
に
開
設
。
標
本
や
解
説
、
関
連

書
籍
、
世
界
の
コ
ウ
モ
リ
グ
ッ
ズ
等
が
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
９
月
７
日
に
こ
う
も
り
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
「
夜
の
い
き
も
の
観
察
会
」
に

は
12
名
が
参
加
。
河
合
久
仁
子
・
東
海
大
学
生

物
学
部
教
授
の
話
の
後
、
日
本
の
コ
ウ
モ
リ
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
前
田
喜
四
雄
博
士
（
奈

良
教
育
大
学
名
誉
教
授
）
の
責
任
の
も
と
、
夜

の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
。
コ
ウ
モ
リ
の
超
音
波
を
人

間
が
聞
き
取
れ
る
周
波
数
に
変
換
す
る
装
置

（
バ
ッ
ト
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
）を
使
っ
て
、
暗
闇
の

ど
こ
か
を
飛
翔
す
る
コ
ウ
モ
リ
の
存
在
を
音
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
が
コ
ウ
モ
リ
に
忌
避
感
を
抱

く
の
は
「
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
か
ら
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
そ
う
な
の
で
す

が
、
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
コ
ウ

モ
リ
↓
人
で
は
な
く
、〝
何
か
〞が
媒
介
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
の
コ
ウ
モ
リ

が
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
に
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
異
な
免
疫
系
の
研
究
が

世
界
規
模
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、「
飛
翔
が
先
か
、
超
音
波
能
力
が

先
か
？
」「
祖
先
は
誰
？
」な
ど
、
多
く
の
研
究

テ
ー
マ
を
与
え
て
く
れ
る
コ
ウ
モ
リ
。
奈
良
市
の

森
に
建
つ
博
物
館
で
、
コ
ウ
モ
リ
の
謎
の
解
明
に

迫
る
手
が
か
り
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

洞窟に住んでいる印象がありますが、それは
一部で、日本に生息するコウモリの約半分の
種が樹木にできた穴（樹洞）をねぐらにして
います。日本でよく見られるアブラコウモリ
は人家に間借りしています。

コウモリは自在に飛ぶために体重を軽くする
必要があり、骨が細くなっています。立つに
は骨が細すぎますし、足の指や爪が引っかか
りやすいように曲がっていることなどから、
そうした身体的な特徴にふさわしい行動とし
て、休息時にぶら下がることを選択したので
しょう。ぶら下がっていることは、コウモリ
にとって理にかなった姿勢なのです。

日本のコウモリのほとんどが昆虫（蚊、カゲ
ロウ、ガ、カメムシなど）を食べています。
蚊であれば一晩で400～500匹ほど。体重5
～6ｇのアブラコウモリで体重約半分の量を
食べるようで、人間ならごはんを茶碗100杯
以上！　コウモリは食いしん坊ですね。

昼間は洞窟や樹洞などねぐらで休息し、３月
半ばから11月頃まで、夕方から明け方まで
採食するなど活動します。寒い季節は冬眠を
してエネルギーを節約します。出産期は６～
７月。多くの種で１年に１匹を産み、“母
乳”で大切に育てられます。

知
っ
て
い
る
よ
う
で

意
外
と
知
ら
な
い

コウモリ博士

前田 喜四雄 先生
（奈良教育大学名誉教授）

自由自在に飛べる哺乳類！
私たちは、彼らのことを

どれだけ知っているだろう？
①親指

②人差し指

③中指

④薬指

⑤小指

⑥飛膜
　（皮膜。多少の穴や破れは修復する）

⑦ぶら下がりやすいように
　ヒトの足とは逆向きの構造
　（指を体に向かって曲げられる）

⑧乳頭（“脇”近くに1対）

⑨超音波（口や鼻から出す）

©Unsplash

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

コウモリはどこにいるのQ1Q1

なぜ、コウモリはぶら下がるのQ2Q2

コウモリのごはんは何Q3Q3

コウモリはどんな
　　暮らしをしているのQ4Q4

？

？

？

？
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07 紅色
べにいろ

色
奈良の歴史・文化・風景とつながる
日本の伝統　　を紹介します。

07 紅色紅色
べにいろべにいろ

色色色
奈良の歴史・文化・風景とつながる
日本の伝統　　を紹介します。色

奈良色十色

　「
く
れ
な
い
」「
べ
に
」
と
称
す
る
鮮
や

か
な
赤
系
の
色
で
す
。
秋
に
多
く
の
人
を

魅
了
す
る
紅
葉
に
も
、
こ
の
字
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
紅
葉
し
た
カ
エ

デ
の
葉
を
い
く
ら
揉
ん
で
も
紅
に
は
染
ま

り
ま
せ
ん
。
紅
に
染
め
る
に
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
紅
花
を
使
い
ま
す
。
古
代
エ
ジ

プ
ト
第
18
王
朝
の
フ
ァ
ラ
オ
で
あ
っ
た
ア

メ
ン
ホ
テ
プ
Ⅰ
世
の
ミ
イ
ラ
に
紅
花
が
添

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
大
陸

北
東
部
を
原
産
地
と
す
る
植
物
で
す
。

　
２
０
０
７
年
10
月
、纏
向
遺
跡（
桜
井
市
）

の
３
世
紀
中
ご
ろ
の
埋
土
か
ら
、
当
時
の

日
本
に
自
生
す
る
は
ず
の
な
い
紅
花
の
花

粉
が
検
出
さ
れ
、「
卑
弥
呼
も
使
っ
た
？
古

代
の
赤  

ベ
ニ
バ
ナ
花
粉
が
大
量
出
土
」（
朝

日
新
聞
）
な
ど
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
紅

花
は
染
料
や
紅
（
化
粧
）
な
ど
に
使
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
古
代
の
纏
向
に
染
織
工
房

が
あ
り
、
紅
花
の
染
色
液
の
な
か
の
花
粉

が
地
中
に
残
っ
た
―
と
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
人
々
も
紅
花
の
花
び
ら
で
鮮
や
か
に
染

ま
る
色
に
親
し
み
、『
万
葉
集
』
に
は
「
紅

の
花
に
し
あ
ら
ば
衣
手
に
染
め
つ
け
持
ち

て
行
く
べ
く
思
ほ
ゆ
」（
あ
な
た
が
紅
の
花

だ
っ
た
ら
袖
に
染
め
つ
け
て
持
っ
て
い
き

た
い
）
な
ど
、
紅
を
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
大
寺「
修
二
会
」（
お

水
取
り
）
で
飾
ら
れ
る
椿
の
造
花
は
紅
花

で
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紅花の花びら／花びらに含まれる色素はほとんどが黄色。
紅の色素は１％未満です。「紅餅」にして発酵させることで深
みのある赤色（紅）に変化します。

紅紅花の花びら／花びらに含まれる色素はほとんどが黄色。
紅のの色素は１％未満です。す。「紅餅」にして発酵させることで深
みのあある赤色（紅）に変化しますす。

紅花の花びら／花びらに含まれる色素はほとんどが黄色。
紅の色素は１％未満です。「紅餅」にして発酵させることで深
みのある赤色（紅）に変化します。

纏
向
遺
跡
、万
葉
集
、

　
　
　
　

  

東
大
寺
に
紅
あ
り
て

『おもひでぽろぽろ』／紅花の花びらを揉み洗いし、杵でつ
いて餅のように成形した「紅餅」をつくっているシーンです。
© 1991 Hotaru Okamoto, Yuko Tone/Isao Takahata/Studio Ghibli, NH

『おおももひひひひででぽぽぽろろろろぽぽろ』』／紅花の花びらを揉み洗いし、杵でつ
いいてて餅餅餅餅ののののよよよよううににに成成形形した「紅餅」をつくっているシーンです。す。
© 19999911 HHototototaotaottatatarrru Okkakkaamototottotto, YYukoko ToTone/e//Issao TaTakkahatatata/a/S/StSttudio Ghibli, NH

『おもひでぽろぽろ』／紅花の花びらを揉み洗いし、杵でつ
いて餅のように成形した「紅餅」をつくっているシーンです。
© 1991 Hotaru Okamoto, Yuko Tone/Isao Takahata/Studio Ghibli, NH

纐纈布袍（こうけちのぬののほう）／染料の浸透を防いで文
様を表す纐纈の技法で、麻布を紅花や黄蘗で染めあらわし
た上着。（出典：正倉院宝物）

纐纈布袍（こうけちのぬののほう）／染料の浸透を防いで文
様を表す纐纈の技法で、麻布を紅花や黄蘗で染めあらわし
た上着。（出典：正倉院宝物）

纐纈布袍（こうけちのぬののほう）／染料の浸透を防いで文
様を表す纐纈の技法で、麻布を紅花や黄蘗で染めあらわし
た上着。（出典：正倉院宝物）

紅花は山形県が一大栽培地。染料や着色料のほか、種子か
らは食用油が搾れ、観賞用の生花としても栽培されていま
す。（写真提供：やまがた観光情報センター）すす。す。（（写真真提供：やまがた観光情情報報センター））

紅花は山形県が一大栽培地。染料や着色料のほか、種子か
らは食用油が搾れ、観賞用の生花としても栽培されていま
す。（写真提供：やまがた観光情報センター）

紅花は 県 染料染 着 料料料 種
らは食 賞賞
す

紅 県 染料 着 料 種
ら 賞
す

紅花は山形県が一大栽培地。染料や着色料のほか、種子か紅花は紅花は花ははは山形山形山形県形形県が一が一一大一大一大大大栽培地栽培地栽栽 染染染料料料料。染料料染料や着色や着色料のほ料のほ料のほ料のほ料のほ料のほ料のほ料のほ料のほか、種か、種子か子か子か花は山形県が一大栽培地。染料や着色料のほか、紅花はは 形形形 が 栽培地培地 染染料料染料料料 着着や着色料のほ料のほ かかが 大栽培地 染料や着色料のほか 種 か紅紅花花はは山山形形県県がが一一大大栽栽培培地地。。染染料料やや着着着色色料料ののほほかか、、種種子子かかか
らは食用油が搾れ、観賞用の生花としても栽培されていまらは食らは食用油が用油が搾搾れ、搾れ、観賞用賞用観賞 の生生生生花生花の生 としてとしても栽培もも栽培栽培培も栽培も栽培も栽培されてされていまいま油が搾れ、観賞用の生花としても栽培されていらはらは 用油油油が搾搾 観賞用賞用の生生花の生 栽培 いまがららはは食食用用油油油がが搾搾搾れれ、、観観賞賞賞用用のの生生花花ととししててもも栽栽培培さされれてていいままま
す（写真提供 やまがた観光情報センタ ）す（写真提供 やまがまがた観光情光 報センタ ）やまがすす（（写写真真提提供供供 ややままががたた観観光光情情情報報セセンンタタ ）））

紅花から
生まれる

　　　　
　鮮やか

な赤
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吉野警察署

郷
土
愛
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

奈
良
県
生
ま
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

ゆ
る
〜
く
、の
ん
び
〜
り
ご
紹
介
！

ヨッシーくん
YOSSI-Kun

名前の由来
吉野警察署や吉野山の「吉」

さくらちゃん
SAKURA-Chan

名前の由来
吉野警察署さくら警察庁舎や
吉野山の「桜」

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に含まれ
る吉野・大峰は修験道の聖地とされています。
ヨッシーくんとさくらちゃんは、修験道の開祖で
ある役小角が従えていたとされる鬼の夫婦「前
鬼・後鬼」をモチーフに、2021年９月に誕生。
当時の副署長が考案しました。
表情や色、ポーズは、警察官の正義に燃える魂
や悪に立ち向かう力強さ、住民を守る優しさを
表現。人気者になって活躍し、吉野地方の平和
に貢献することが２人の目標です。

悪の侵入を
阻止！

しっかりと大地を
踏みしめる！

悪を退治する燃える魂の赤！

悪の侵入を
阻止！

しっかりと大地を
踏みしめる！

管内住民を守る優しさの青！

今回は吉野警
察署の

キャラクター
！

原画の展示
吉野警察署と金峯山寺
では原画が展示されて
います。金峯山寺で毎
年春と秋に特別公開さ
れる金剛蔵王大権現は、
ヨッシーくんとさくら
ちゃんの元となった秘仏
です。見比べてみるの
もおもしろいかも！？

吉野警察署で展示されている原画

吉野署管内
の

これがおすす
め

住　所　吉野郡吉野町楢井572-1
駐車場　あり
電　話　0746-32-8658

2024年
４月にオ

ープン！

　温泉だ
けでなく

天川村の

　　特産
品の販売

や観光案
内所も

住　所　吉野郡天川村洞川13-1
時　間　11:00～20：00 （19:30受付終了）
定休日　水曜日 （祝日の場合は翌日）
料　金　大人（中学生以上）800円／小人 200円
駐車場　あり
電　話　0747-64-0800

▼ マグロカツ定食

▼ あんドーナツ

　

100種類
以上あるメ

ニューは

　どれもボ
リュームた

っぷり！

　　お腹
も心も満足

♪
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的
な
気
持
ち
で
見
て
い
た
。

　父
親
の
過
去
や
最
近
の
千
葉
で
の
生
活

や
仕
事
を
周
り
の
人
か
ら
聞
く
事
で
、
自

分
の
知
ら
な
か
っ
た
本
当
の
父
親
の
事
が

分
か
っ
て
く
る
。

　私
自
身
の
事
を
考
え
て
み
て
も
家
族
の

過
去
や
本
当
の
気
持
ち
を
聞
く
こ
と
は
な

か
な
か
な
く
、
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
も
少

な
か
ら
ず
あ
っ
て
素
直
に
話
す
こ
と
は
難

し
い
。

　子
ど
も
の
頃
に
聞
く
こ
と
は
あ
っ
て
も

大
人
に
な
る
と
、
さ
ら
に
そ
う
い
う
機
会

は
減
っ
て
く
る
。

　こ
の
本
を
読
ん
で
親
と
の
時
間
は
意
外

と
短
く
、
大
切
な
時
間
だ
と
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　日
本
で
は
一
年
間
で
雨
が
降
る
日
は
平
均

で
48
日
あ
る
ら
し
い
で
す
。
案
外
少
な
い
と

思
っ
た
の
で
す
が
冷
静
に
考
え
て
み
ま
す
と

一
年
は
3
6
5
日
な
の
で
毎
週
1
日
は
雨
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
あ
偏
り
は
あ
る

で
し
ょ
う
が
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
雨
の

日
大
国
な
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
そ
ん
な

雨
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を
一
冊
に
ま
と
め
た
本

を
紹
介
し
ま
す
。

　『雨
の
こ
と
ば
辞
典
』
は
、
日
本
の
雨
に
ま

つ
わ
る
美
し
い
言
葉
を
集
め
た
辞
典
で
す
。

こ
の
本
は
、
季
語
か
ら
気
象
用
語
、
各
地

の
方
言
ま
で
、
約
1
2
0
0
語
の
「
雨
」

に
関
連
す
る
言
葉
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
花
時
雨
」
や
「
狐
の
嫁
入
り
」、「
半

夏
雨
」、「
秋
霖
」、「
氷
雨
」
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
気
象
コ
ラ
ム
や
雨
に
ま
つ
わ
る

こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
、
季
節
別
索
引
「
四

季
雨
ご
よ
み
」
も
付
い
て
い
る
の
で
、
雨

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
に
お
す
す
め
で

す
。　こ

の
辞
典
は
、
雨
の
美
し
さ
や
文
化
的

な
側
面
を
探
求
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。
辞
典
な
の
で
初
め
か
ら
読
む
必

要
は
な
く
気
に
な
る
言
葉
を
気
軽
に
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
解
説
も
読
み
ご
た

え
十
分
で
す
。

　東
京
で
就
職
し
た
主
人
公
の
文
哉
は
仕
事

を
始
め
て
1
か
月
で
退
職
し
た
。
今
後
自
分

が
ど
う
す
る
か
考
え
て
い
る
と
、
突
然
自
分

の
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
知
ら
せ
を
受
け
た
。

　疎
遠
に
な
っ
て
会
っ
て
い
な
い
父
親
の
元

に
半
信
半
疑
な
が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
南
房

総
の
見
知
ら
ぬ
街
へ
移
住
し
て
い
た
父
親
の

生
活
が
段
々
と
見
え
て
き
て
。

　文
哉
は
男
手
一
つ
で
育
て
て
く
れ
た
父
親

の
事
を
今
ま
で
深
く
考
え
る
事
は
な
く
、い
っ

た
い
何
が
楽
し
く
て
生
き
て
い
る
の
か
否
定

啓林堂書店の外さない本棚 https://www.books-keirindo.co.jp/

海が見える家
はらだみずき 著
（小学館文庫）

雨のことば辞典
倉嶋厚・原田稔 編著
（講談社学術文庫）

雨から連想される日本語の美しさ身近な人と素直に話してみませんか

【
啓
林
堂
書
店
郡
山
店

　店
長

　佐
藤 

篤
志
】

【
啓
林
堂
書
店
奈
良
店

　店
長

　中
村 

潔
】
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　近
年
、
人
工
知
能（
A
I
）の
進
化
が
急

速
に
進
む
中
で
、
2
0
2
2
年
11
月
30
日

の
C
h
a
t 

G
P
T
の
一
般
公
開
は
世
界

中
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
A
I
が
ま
る

で
人
間
の
よ
う
に
会
話
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
問

い
に
的
確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
日

常
生
活
に
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　C
h
a
t 

G
P
T
を
含
む「
生
成
A
I
」

は
、
A
I
の
進
化
が
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
の

生
活
に
そ
の
影
響
を
与
え
る
か
を
分
か
り

や
す
く
示
し
て
く
れ
ま
す
。「
生
成
A
I
」

と
は
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
新
し
い

情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す
技
術

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
企
業
の
D
B
な

ど
、
膨
大
な
ソ
ー
ス
か
ら
学
習
し
、
そ
の

パ
タ
ー
ン
を
統
計
的
に
分
析
し
て
最
も

ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る
可
能
性
の
高
い

デ
ー
タ
を
合
成
し
て
作
り
出
し
ま
す
。

C
h
a
t
G
P
T
の
よ
う
な
文
章
生
成

A
I
や
、
映
画
の
よ
う
な
動
画
を
生
成
す

る
画
像
生
成
A
I
も
あ
り
ま
す
。

　生
成
A
I
は
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
に

深
く
影
響
し
、
特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
分
野

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
使
用
す
る
際
に
は
様
々
な
観
点
か
ら

注
意
が
必
要
で
、
著
作
権
侵
害
や
誤
情
報

が
出
力
さ
れ
る
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現

在
も
、
A
I
開
発
者
や
利
用
す
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
試
行
錯
誤
は
続
い
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。最
新
の
ト
レ
ン

ド
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
、
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

W
h
at's A

I ？

知
の
羅
針
盤

『
生
成
A
I
』っ
て
な
ん
だ
？ 

画像生成AIツールAdobe Fireflyによって、「奈良
の観光地を女の子が未来の乗り物に乗って観光
する様子」をそれぞれ「写真」「水墨画」風に指示を
変えて出力したイメージです。Adobe Fireflyは
著作権問題に対応するため、ライセンスされたコ
ンテンツのみを使用するよう設計されています。

「奈良の観光地を女の子が未来の乗り物に乗って観光する様子」を生成AIで出力



悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

この製品は、FSC®認証材、再生資源、および
その他の管理原材料から作られています。

ヨッシーくんとさくらちゃん


